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       R.コ ー ル デ コ ッ トの トイ ブ ッ ク ス に お け る 出 来 事 性

          絵 本 に 出来事 を生 起 させ る とは ど うい う ことか

                     〈前 編 〉

                   佐 々 木 美 砂

1.出 来事を生起させるコールデコッ ト絵本

 私たちが今日見慣れている絵本が生まれたのは、それほど昔のことではない。かつては絵本のイラス トレー

ションは、物語の挿絵あるいは添え物のようなものであった。絵本のイラス トレーションが単なる本の挿絵

でないこと、それを自作で証明 したのが画家(イ ラストレーター)のR.コ ールデコット(R.Caldecott,

1846-86)で ある。わずか40年 ほどの短い生涯のなかでコールデコットが手掛けた仕事は様々だが、1878

年か ら1885年 の8年 聞に、印届撲 者のE.エ ヴァンズ(E.Evans,1826-1905)と 組んで制作 した 「コール

デコットの トイブックス」といわれる16冊 の絵本Dは 、絵本の最高傑作といわれ、後に彼は 「近代絵本の

父」と称されるようになった。

 コールデコット没後およそ50年 の時を経て、1938年 にはアメリカ合衆国で 「コールデコット賞」が設立

される。同国で出版された絵本で最 も優秀な絵本のイラス トレーターにたいし、アメリカ図書館協会より贈

られるこの賞が、コールデコットの仕事を敬 して名づけられたことはいうまでもない。この賞のメダルは

「コールデコット・メダル」 と呼ばれ、メダルの図柄は彼の トイブックスの1冊 、The Diverting History

of John Gilpin(1878)の ワンシーンか ら採られている。

 19世 紀末に制作された彼の作品は、今も輝きを失 うことなく数多くの読者を楽しませており、 日本でも

絵本好きを自認する人でコールデコットの名を知らぬ人はまずいない。そればかりか、コールデコットは現

在の絵本作家たちにも少なからず影響を与えているのだ。

 このような人を惹きつけてやまぬコールデコット絵本の最大の魅力は、絵本を開けば読者をたちどころに

絵本の世界に引き込んでいくことにある。彼の絵本がもつこの独特の力は、イラス トレーションに力がある、

動きがあるというような単純な理由からではない。確かにコールデコットの絵本にはその双方が備わってい

るのだが、彼はそのイラス トレーションを最大限に生かす仕掛けを作りだした。その仕掛けとは、絵本のな

かに読者を引き込み、読者に 「出来事」を生起させる仕掛けであり、絵本のなかに 「出来事」を起こす仕掛

けであると考えられる。

 ところで、この、読者に 「出来事」を生起させる、あるいは絵本のなかに 「出来事」を起こすときの出来

事について説明 しておく必要があるだろう。本論文ではこの言葉を、通例とは異なる意味で使用しているか

らである。遊びを例に挙げるとわか りやすいのだが、我を忘れて夢中になって遊んでいるときには、遊んで

いる私と世界との境界線が消えてしまい、私は世界であり、世界が私であるような瞬間が生 じる。このよう

な在り方を 「溶解体験」と呼ぶのだが、このような体験の生起は、それまでになかった新 しい自己と新 しい

世界が生起する瞬間で もある。そのような体験の生起をもって 「出来事」と呼んでみたい。

 幼い子 どもにとって絵本とは、親や親しい誰かから読んでもらうメディアである。絵本に夢中になってい

るときの子どもは、絵本を読んでくれる人の声を聞きながら、絵本の世界と一体化 し、絵本で遊び、絵本を

遊ぷ姿として見受けられる。筆者は、実際、司書という仕事を通して子どものこのような姿や場面に何度も

出あっているのだが、 このとき、子どもは絵本を読んでいるのではな く、絵本の中で遊ぶ体験をしているよ

うに思われてならない。そして子どもは、絵本を読み終わるやいなや、すぐさま 「もう一度読んで」 という

のだ。このような深い体験の生起を、この論文では出来事と呼ぶのである。後に、その出来事がどのような

出来事であるのかについて、詳しく論 じていく。

 コールデコットの絵本は出来事である 「遊び」と深くかかわっており、遊びという出来事を生みだすメディ

アであると考えられる。彼の絵本の醍醐味を味わうとき、私たち読者は単に頭と目とのみで絵本を楽 しんで
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いるのではなく、身体全体で楽 しんでいることに気づくであろう。絵本を読むというよりはむしろ遊ぶとい

う体験に近いのである。

 コールデコットの絵本には、それまでの絵本作家(イ ラストレーター)の 絵本には見 ることのできなかっ

た、読者を遊びという出来事へと導く仕掛けが描かれている。そして、彼の絵本を読む人々に出来事を起こ

すのだ。出来事が生起することが、コールデコット絵本の最大の魅力であり、近代絵本の礎となる在り方な

のではないかと思われる。

 そ こで本論では、これまでのコールデコット論を踏まえつつ、後に詳 しく述べることとなる 「出来事 とし

ての絵本」をキーワー ドに、コールデコットの絵本の魅力を読み解 くことを試みる。さらにコールデコット

絵本が、彼の作 りだす出来事と結びつき、どのように読者を楽しませる体験へと導くかについて考察する。

それは絵本がなぜ読者を楽しませるのかという、より大きな問題を解 く鍵 となるにちがいない。

2.新 たなるコールデコット論に向けて

 数多いコールデコット研究のなかで、ここでは絵本作家の立場からコールデコットについて述べている

M.セ ンダ ック(M.Sendak)と 、 児童文学史家であり児童文学批評家であるB.オ ル ダーソン(B.

Alderson)の コールデコット論を見ておくことにしよう。二つの異なる立場か らのコールデコット論は、

コールデコット絵本のもつ 「楽 しさ」 の側面を、別の角度から照 らしだすことになるだろう。

 最初に取 りあげるのは、センダックによるコールデコット論である。コールデコットから影響を受けた絵

本作家はB.ポ ター(B.Potter)やL.ブ ル ック(L. Brooke)を は じめ枚挙にいとまがないが、現代絵本の

巨匠センダックもその一人である。センダックは1964年 に 駆here統 εWild Things Are(1963)で コール

デコット賞を受賞 しており、受賞の挨拶で、コールデコットを 「私の大好きな師匠たちの一人」とし、彼の

絵本について語っている。以下は、セ ンダックのコールデコット賞受賞の挨拶からの引用である。

   コールデコットのことを考えるとき、私はどうしても音楽と踊 りを思い浮かべずにはいられません。

  『三 人の愉快な狩人たち』には、音楽的言語に対するコールデコットの愛着が見事に表明されています。

  この生きいきとした歌の本に生命を吹き込んでいるのは、言葉と絵とのあいだに交わされる、自然での

  びのびとした対位法的やりとりです。(中略)ペ ージをめくると音楽が聞こえてくるほどです。 [Send

  ak 1988=1990:1541

 セ ンダックのコールデコット賞受賞の喜びと、賞の名にちなんだ敬愛すべきコールデコットについて語る

喜びとが、 こちらにも伝わって くるようだ。センダックはこれ以外の場でも、折に触れコールデコットを賞

賛 している。例えば、「音楽を描 く」[Sendak 1988=1990:3-10]と い うエ ッセイで、コールデコットの絵

本における音楽性について述べているし、「ランドルフ・コールデコット」 というエッセイでも、 コールデ

コットを 「気配りの巧みな洗練された画家」であると評価 し、「イラス トレーターであり、作詞家であり、

振 り付け師であり、舞台監督であり、装飾家であり、演劇人」[Sendak 1988=1990:24]だ と述べている。

 これらの発言から、セ ンダックが単なる一読者としてだけではなく、同じ絵本作家としてコールデコット

の絵本を評価 していることが伺える。センダックのコールデコット評は、研究者による批評と異なり、絵本

を描くときの作家の視点ともいうべきものから語られている。 コールデコットが 「イラス トレーターであり、

作詞家であり、振 り付け師であり、舞台監督であり、装飾家であり、演劇人」であるという見立ても、セン

ダックが同じ絵本作家というクリエーターの立場にいるからこそ出てきた言葉であろう。

 そ してここで注目すべきは、センダックが、音楽や踊りというメタファーからコールデコットの絵本を説

明 しようとしている点にある。絵本の分析にこのような音楽や踊 りというメタファーを使 うことは唐突に感

じられるか もしれない。 しかし、それはコールデコットの絵本の本質や大きな魅力の秘密にせまっていると

考えられる。センダック自身の絵本も音楽性や踊りといった動き、身体性、 リズムが重要な要素になってお

り、それはコールデコット作品から影響を受けたものでもあるのだ。

 このようにセンダックが絵本作家としての目を通してコールデコット作品の楽 しさについて述べていたの

にたいして、オルダーソンは児童文学史家 ・児童文学批評家としての観点からコールデコット作品について
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述 べ て い る 。 彼 はSingαSong/or Sixpence:the English Picture i l l Tradition and Randolph

Caldecottの な か で、 よ い 絵本 作 品 とは ど う い う もの か述 べ て い る。 それ に よ る と、 優 れ た絵 本 は、 物 語 の

運 び と絵 に よ る解 釈 とを、 緻 密 に柔軟 に統 合 させ て連 続 させ る こ との で きる もの だ とい う[Alderson 1986=

1999:19]。 した が って それ ぞ れ の 出来 事 が 連続 した もの で あ る場 合 には、 それ ぞ れの 出来 事 が 共 通 す る ヴ ィ

ジ ョンに 基 づ いて イ ラ ス トレー トされ る必 要 が あ り、 そ の こ とに よ って一 つ 一 つ の 出 来事 に テ ー マ の 一 貫性

が付 与 され るの で あ る。 その よ うな 条件 が 満 た され て 「モ ー リス 。セ ンダ ックの い う く音 楽 と踊 り〉 の 感 覚 、

頁 か ら頁 へ 調 子 の い い進 行 が あ る と き、一 貫 性 は、 〈絵 を読 む 〉 と い う経 験 を 特 に強 く味 あわ せ て くれ 」 る

とい うの で あ る[Alderson 1986=1999:22]。

 ま た オ ル ダ ー ソ ンは 、 コ ー ル デ コ ッ トの トイ ブ ック ス のThe House that Jack BuiltとThe Diverting

History of John Gilpin(こ の2作 は と もに1878年 に発 表 され て い る)が 、 こ の シ リー ズ の絵 本 の独 自性

を顕 著 に 表 して い る作 品 で あ る と評価 し、 デ ザ イ ンの新 しさ に も注 目 して い る。 当 時 の 印 刷状 況 か ら、1シ

リ ングの トイ ブ ック ス に は、 絵 の あ る頁 の 裏 側 に は何 も印刷 され て い なか った。 しか し コー ル デ コ ッ トの 絵

本 は、 そ こ に線 画 を連 続 的 に配 列 し、 その 流 れ の な か に頁 い っぱ い の彩 色 画 を 置 くこ とに よ り、 物 語 に い っ

そ うの連 続 性 が 与 え られ た 。 さ らに テ クス トの語 る メイ ンス トー リー と並 べ て 、 絵 に サ ブ ス トー リー を語 ら

せ た こ とが 、 コ ー ル デ コ ッ トの 絵 本 の新 しさで あ る こと を指 摘 して い る[オ ル ダー ソ ン他200ユ;17]。 そ し

て、 コー ル デ コ ッ トの 絵 本 の 「いか な る既 成 の 手法 に も依 存 して い な い」 とい う点 を非 常 に高 く評 価 して い

る [Alderson 1986=1999:98]。

 以 上 に お い て セ ン ダ ック とオ ル ダ ー ソ ンに よ る コ ール デ コ ッ ト論 を見 て きた。 セ ンダ ック の指 摘 は 、 オ ル

ダ ー ソ ンの 分 析 的 な指 摘 と異 な り、絵 本 の お も しろ さそ の もの を、 よ り明 快 に 衝 い て い る。 セ ンダ ッ クは、

「音 楽 と踊 り」 とい う メ タ フ ァ ー に よ って コ ール デ コ ッ トの絵 本 を論 じた の だ。 この よ うな セ ン ダ ッ クに よ

る コー ル デ コ ッ ト評 は 、 コー ル デ コ ッ ト絵 本 に お け る楽 しさ の本 質 の一 端 を うま く掬 い あ げ て い る とい え よ

う。 そ れ に た い して オ ル ダー ソ ンは、 セ ンダ ック に よ るコ ー ル デ コ ッ トの 絵 本 解 釈 を継 承 しつ つ も、 コー ル

デ コ ッ トの 絵 本 の 特 長 を 印 刷 とい う観 点 か ら絵 本 の構 造上 の工 夫 と して 捉 え 直 し、 そ れ を緻 密 に分 析 した。

そ して この 作 業 に よ って 、 コー ル デ コ ッ トの絵 本 の歴 史的 な位 置 づ けを 試 み た の で あ る。

 それ に して もな ぜ 「音 楽 と踊 りJが 、 こん な に も楽 しさ と かか わ って い るの で あ ろ うか。 セ ンダ ッ クの直

感 的 な 指摘 か ら さ ら に一 歩 踏 み 込 ん で、 コー ル デ コ ッ トの絵 本 は、 遊 び とい う出来 事 を生 みだ す 仕 掛 け に満

ちあ ふ れ た メデ ィ ア と考 え て み て は どうだ ろ うか。 セ ンダ ックが コ ール デ コ ッ トを 「イ ラ ス トレー タ ー で あ

り、 作詞 家 で あ り、 振 り付 け 師 で あ り、 舞 台監 督 で あ り、 装 飾 家 で あ り、 演 劇人 」 だ とい っ た の は、 コール

デ コ ッ トが 様 々な 視 点 を もち 、 かつ 様 々な立 場 か ら絵 本を 作 り上 げ るそ の才 能 を評 価 して の こ と だ ろ う。 セ

ンダ ッ クの い う 「音 楽 と踊 りJを 、 遊 び とい う出来 事 に引 き寄 せ て 考 え て み る こ とに した い。 そ うす る こ と

で、 コー ル デ コ ッ トが様 々な視 点 を意識 しなが ら どの よ うに 絵本 の楽 しさ とな る遊 びの 仕 掛 けを 創 作 して い っ

たの か が わ か るは ず で あ る。 私 た ち は絵 本 の楽 しさ につ いて の秘 密 に近 づ くこ とが で き る のだ 。 そ の道 を開

いて くれ た の は オ ル ダ ー ソ ンで あ る。 オ ル ダ ー ソ ンは絵本 を構 造 を もった 構 築物 と して見 る見 方 を示 して く

れ た 。 しか し、 オ ル ダ ー ソ ンは 絵本 が 出来事 を生 起 させ る と い う視 点 を 欠 い て い た た め に、 そ の 構 築 物 の分

析 は コー ル デ コ ッ トの 絵 本 の 楽 しさ を明 らか にす る と ころ まで は いか な か った。 本 論 で は、 この オル ダ ー ソ

ンが立 ち止 ま った と こ ろか ら、 さ らに コー ル デ コ ッ トの絵 本 世 界 の 中心 へ と向 か って い き た い。

 そ こで 、 次 章 で は、 コー ル デ コ ッ トの トイ ブ ック ス1冊 目で あ り、 彼 の絵 本 の 特 徴 が 顕 著 に 表 れ て い る

The House that Jack Builtを 取 り上 げ、 コー ル デ コ ッ トの 絵 本 が 具 体 的 に どの よ うに遊 び とい う出 来 事 を

生 み だ して い るの か を 考 察 す る。

3,The House that J∂ck Builtと い う出 来事

3-1.文 字 に よ って 関 係 が 積 み重 な る 「積 み上 げ唄」 絵 本

 コー ル デ コ ッ トは 自 らオ リ ジナル の テ クス ト(eス トー リー)を 創 作 す る こ と はな か っ た。16冊 の トイ

ブ ッ クス の テ クス トの ほ とん どが ナー サ リー ・ライ ム や古 いバ ラ ッ ド、民 謡 な どか ら採 られ て い る。 創 作 の

詩 か ら採 られ た もの が5点 あ るが、 これ ら もす で に人 々の 間 で は伝 承 の 唄 の よ うに定 着 して い た 。 な ぜ コー

ル デ コ ッ トは絵 本 作 りに お い て様 々な試 み を しなが ら も、 自 らテ ク ス トを創 作 す る こ とな く、 ナ ー サ リー ・
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ライムなどの伝承のわらべ唄や伝承にきわあて近い創作の詩からテクス トを採ったのだろうか。

 最 も単純でありながら誰もが知 っているわらべ唄というテクス トに、自己流の解釈を加えて絵本にしたの

がコールデコット絵本の新しさだという考え方もある。確かにそういう面 もあるが、コールデコットがナー

サ リー ・ライムを取 りあげたのは、誰もが知っているテクス トだか らではなく、む しろ誰 もが口ずさめる唄

だったからであり、彼にとってそれこそが重要なのであった。

 コールデコットの制作 した トイブックスは、いずれも声に禺してみると非常に リズムのよいものばかりで

ある。コールデコットは、リズ ミカルで誰もが口ずさめるナーサリー ・ライムを選びテクストとすることで、

ナーサリー ・ライムの本来もっている遊び唄としての遊びの要素を絵本に取り入れたのである。もともとナー

サリー ・ライムは、遊びと深く結びついていた。韻を踏むことで言葉の響きや リズムを作 りだすことから言

葉遊び唄として愛唱されているものや、「ロンドン橋おちた」のように子どもの遊戯と結び合わされたもの、

その他にも手遊びとして唄われるものなど多数あるのだ。

 コールデコットのイラス トL一 ションの特徴を語るとき、「躍動感」 という言葉が しばしば使われる。彼

の生命力にあふれ躍動感に満ちたイラス トレーションは、絵本のテクス トを黙読ではなく声に出して読むこ

とでさらに躍動性を増し、作品として出来事を生起させる働きをも生みだすのだ。実際に声に出して絵本を

楽 しむという身体の体験、これもまた絵本において出来事を作 りだす一つの方法である。このようにして、

絵本の言葉は世界を対象化し分節化する道具性を超えて声となり、声を出す身体は声と一体となり、さらに

声は世界とともに響き、そこに新 しい世界が生起する。そのような世界に開かれる体験を、私たちは出来事

と呼んできたのである。

 したがってコールデコットがテクス トにナーサリー ・ライムを使用 したのは、ナーサ リー・ライムのもつ

リズミカルな要素を取 り入れ、そして声に出 してますますリズミカルになってい く楽 しさの工夫を絵本に取

り入れ、絵本自体に動きを与えたと考えられるのである。それはちょうど言葉によって声として生起 した読

み手の鼓動が、いつのまにか世界の鼓動 と響きあい、私と世界との境界線が溶解していく体験である。生命

あるものは必ず リズムをもっており、世界は様々なリズムに満ちているのだが、ナーサ リー・ライムの リズ

ムは、そのようなリズムと響きあうからこそ長年にわたって子どもたちの間で口承されてきたのである。

 The House that Jack Biciltは 数あるナーサリー ・ライムのなかで も特に人々に親 しまれている唄である。

人々から愛唱されている理由の一つに、この唄がr積 み上げ唄」(accumulative rhymes)で あるというこ

とが挙げられる。 もともと絵本は、 ものが積み上がっていく様子を描いてい くのに格好のメディアであるの

だが、コールデコットは積み上げ唄のもつ、ものが積み上がってい く要素を絵本に取り入れたのである。

 ここで、 ものが積み上がっていく構造をもつ絵本についてふれておこう。絵本はイラス トレーションを抜

きにしては成立 しえず、このようなメディアの特質から絵本を理解するためには、空間が変容していくプロ

セスに注目する必要がある。そうすると、多 くの絵本はダイナミックな空間構成のプロセスを特徴としてい

ることに気づ くのである。例えば、絵本では、人や動物がつぎつぎに登場 し、どんどん数が増えて山のよう

になり、あるいは一列の行列となり、あるいは積み重なって塔のようになってい くといった作品をよく見か

ける。M.ブ ラ ック(M. Flack)Ask Mr. Bear(1932)やM.H.エ ッツ(M.H. Ets)In the Forest(1944)、

J.バ ーニンガム(J.Burningham)Mr Gumpy's Outing(1970)、 なかのひろたか作絵 ・なかのまさたかレ

タリング 『ぞうくんのさんぽ』(1968)、 松谷みよ子文 ・東光寺啓絵 『のせてのせて』(1969)な ど、作品を

挙げていくときりがない。このように、登場するものが足されて積み上げられていく構造をもつ絵本を 「積

み木型絵本」と名づけてみる㌔

 積 み木型絵本には、積み木で遊ぶような楽しさも、絵本のなかに内包されている。先に挙げたMr

Gumpy's Outingは 、船の上に子 どもや動物たちがつぎつぎと乗り込んでい く話である。人や動物たちが乗

り込んでいく様が、一つ一つ丁寧に描かれてい く。また一方で、一体どれほどまで船に乗 り込むことができ

るのか、船は転覆 しないのだろうかといった不安と緊張が読者を襲う。案の定、船は転覆 してしまうのだが、

一つ一つ積み上げられていき最後に崩壊 してい く様は、まさに積み木遊びの もつダイナ ミズムと同様のもの

がある。そして、積み上がっていく動作の繰り返しによって、絵本にリズムが生まれる。

 積み上げ唄には、この積み木型絵本と同じ楽 しさがある。積み上げ唄の特徴は、物語が進むにしたがって、

どんどんと言葉が積み上がり、ふ くらんでいく構造にある。The House that Jach Builtは 、1連This is
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the House that Jack built.か ら始 ま り、2連 でThis is the Malt, That lay in the House that Jack built,

と な り、3連 で はThis is the Rat, That ate the Malt, That lay in the House that Jack built.と な って

い く(傍 線 は筆 者)。 この よ う に言 葉(言 葉 が生 起 さ せ る出 来 事)は ふ くらみ つ づ け、 最 後 の 連 は以 下 の よ

う にな る。

  This is the Farmer who sowed the corn,

  That fed the Cock that crowed in the morn,

  That waked the Priest all shaven and shorn,

  That married the Man all tattered and torn,

  That kissed the Maiden all forlorn,

  That milked the Cow with the crumpled horn,

  That tossed the Dog,

  That worried the Cat,

  That killed the Rat,

  That ate the Malt,

  That lay in the House

  that Jack built.

  これ は ジ ャ ック の た て た いえ に

  ね か せ た こ う じを

  たべ た ね ずみ を

  こ ろ した ね こ を

  い じめ た いぬ を つ き あ げた

  ね じれ たつ の の め う しの ちぢ を しぼ っ た

  ひ と り ぼ っ ちの む す め に キス した

  ぽ ろを ま と っ た お と こ を け っ こん させ た

  つ るつ る あ た まの ぼ う さん を お こ した

  は や お きの お ん ど りを か って る

  む ぎ の たね ま く お ひ ゃ く しょ う

                                      [谷 川 他1984:121]

 翻 訳 され た 日本 語 を 読 む と、 言 葉 の積 み上 が り方 が英 語 と反 対 な の でわ か りに くいか も しれ な い が 、 英 文

を見 れ ば 、 文 章 と して 一 つ の 定 型 を維 持 しつ つ 、 韻 を踏 み な が ら下 か らつ ぎつ ぎ と文 章 が 積 み 重 ね られ て い

く様 子 が わ か る。 そ して 、 新 し く加 わ っ た もの がm上(1行 目)に くる の で あ る。 そ の 様 子 は 、 積 み 上 げ

唄 とい う呼 び名 に ふ さわ しい もの と な って い る。

 こ の こ と は テ ク ス ト の 文 字 も 絵 本 の イ ラ ス ト レ ー シ ョ ン の ～ 部 と 考 え れ ば 、The House

that Jack Bailtは 、 言 葉 に よ る関 係 だ けで な く文 字 が物 質 と して積 み重 な る絵 本 と もい え そ う で あ る3)。

ナー サ リー ・ライ ムが もつ 遊 びの 要素 につ い て は先 に も触 れ た が、 特 に積 み 上 げ唄 には 、 ま るで 積 み 木 を 積

み 上 げ る よ う に、 言 葉 が 意 味 す る出来 事 が 積 み 上 が ってい く とい う楽 しさが あ るの だ。

3-2.積 み 上 げ 唄 を 生 か した イ ラ ス トレー シ ゴ ンの リズ ム

 コー ル デ コ ッ トの 絵 本 の 特 徴 が躍 動 感 や リズ ム感 に あ るこ とは先 に も述 べ たが 、 彼 は 積 み 上 げ 唄 の リズ ム

を 最 大 限 に生 か す た め に、 絵 本 の イ ラ ス トレー シ ョ ンの配置 に も気 を配 り、 イ ラ ス トレー シ ョンで リズ ム を

作 りだ す こ と に も成 功 して い る。 オル ダー ソ ンの指 摘 の とお り、 彼 の 絵 本 は本 来 印 刷 され る こ との な か った

イ ラ ス トレー シ ョンの 描 か れ た 頁 の裏 側 に もイ ラス トレー シ ョ ンを描 いた 。 これ に よ り従 来 の絵 本 の よ うに

空 白 の 頁 で 絵 本 の 流 れ が 中 断 され る こ とが な くな り、 一 つ の流 れ、 連 続 性 が で き る仕 組 み を 作 りだ した。
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 だが コールデコットの工夫はそれだけでなく、絵本のなかに規則的な反復を作ること、 リズムを生みだす

ことを試みたのである。まず、The House that Jach Builtの 全体の絵本作 りを簡単に説明しておこう。表

紙には、ジャックが家の扉を開けて、家族をなかに招き入れる場面が描かれる。 これは同時に、読者である

私たちをも、絵本の世界(=ジ ャ ックの家)に 招き入れる仕掛けになっている。頁をめ くると、左にイラス

トレーション 〈a>、右 に文章とイラストレーション 〈b>、ふたたび頁をめくると、今度は左右 ともにイラス

トレーション 〈C,c'〉(これが本来、空白になっていた頁である)と なる。〈a><b>〈c, cP>の パ ターン(流

れ)を1セ ットとして絵本は進んでいく。ところが絵本の真ん中(本 の半分)を 境にパターンが変わる。左

に文章 〈b>、右 に文章とイラストレーション<a>、 そ してつぎに頁をめくると、左右ともにイラストレーショ

ン 〈c,c'〉となり、絵本の一番最後の頁は左に文章、右にイラス トレーションで締めくくられる。これらに

見られる法則性は当時の製本上の制約a)か ら生 じるのだが、 この一見不利な制約をも、彼は絵本作 りに生か

すのである。

 コールデコットは、〈a>の イラス トレーションには積み上げ唄の一番最初にくるもの(=積 み上がるも

の)そ のものを、存在感をもって描 く。それによって一番初めに目に入るイラス トレーションが、横 くb>

のテ クス トを生かし、また 〈b>の テ クス トによって くa>の イラス トレーションがより生かされる、とい

うような絵本作りを している。1頁 目 〈a>で は、2頁 目 〈b>の テ クス トThe House that Jack Builtに

の っとって、ジャックの建てた家の全体像が描かれている。以降、〈a>に は新たに積み上げられるものが

描かれる。<b>に はテクス トと、そのテクス ト内容に沿ったイラストレーションが描かれる。〈C,c'〉のイ

ラス トレーションは、前頁の 〈a>〈b>と 次頁の 〈a>〈b>に 起 こる出来事 とのあいだに奇妙なタイムラグ

を作 りだす。3、4頁 ではジャックの家の表札を書 く職人とモル トを運ぶ男が描かれる。テクス トにはない

ものを描 くことで特殊な時聞経過を作 りだし、また内容を変更することのできないナーサ リー 。ライムとい

うテクス トの物語性を深めているのだ。〈c,c'〉のイラス トレーションはコールデコッ トの解釈で描かれお

り、作者の面目躍如、彼特有のユーモアや遊び心が見える場面となっている。

 物語はこのように進行 していき、絵本の中央までくるとそれまでと左右の頁が相互に入れ替わり、左頁に

文章が、そして右頁に文章とイラス トレーションが描かれる。製本上の制約からくるものとはいえ、まず最

初の場面(1頁 目)を イラス トレーションで始めることにより物語の導入を作 り、最後の場面(30頁 目)

を イラス トレーションで終わることにより余韻をもたせる働きを目指したと考えられる。

 しか し、それだけではない。積み重なるものが、前半部では大小の強弱をつけた動物の流れであり後半部

では転 じて人間の流れとなったことも、イラストレーションでリズムを作 りだすことに関係 していると考え

られる。積み重な りの順は、〈前半部〉家、モル ト、ネズミ、ネコ、イヌ、〈後半部〉ウシ、娘、男、牧師、

オ ンドリ、百姓(麦)と なる。前半部では大きな家か ら始まり、直後に小さなネズ ミに転 じ、そこからどん

どんと身体の大きい動物が積み重なり、一つの頂点 として、登場動物では一番大きなウシに至る。ウシから

後半部とな り、動物から人間へと流れが移行していくのだ(途 中にオンドリが入る)が 、それと連動するよ

うに文章とイラストレーションの頁の流れも変わっていく。

 このような絵本作 りは、〈a><b>〈c,c'〉 あるいは 〈b>〈a>〈c, c'〉を1セ ットとしたパターンの繰 り返

しが、特有のリズムを生みだすこととなる。それは、この積み上げ唄の リズムともぴった りとあうのである。

なぜなら、英語では文章の一番初めに新しく付け加えられるものが提示されるので、文章を読むときには読

者は現在か ら過去に辿っていくようになり、そのためイラストレーションの物語性を読み解 く時間が生まれ

るからであるQ

 この ことを実感するためには、日本語の場合で考えてみるとよい。日本語では全く語順が逆になるのであ

る。 日本語訳を見るとわかるように、 日本語の積み上げ唄では、最後になるまで何が新 しく積み上げられる

のかがわか らない。つまり、イラス トレーションは、文章を最後まで読まないと、これまでの物語の流れの

なかに位置づけられないのだ。そのため、文章の読みとりとイラス トレーションを見ることとのあいだに時

間差が生まれる。したがって日本語は語順に限れば、「積み上げ唄」絵本に物語性をもたせる点において不

利な条件となっている。 しかし英語では、それが絵本作りにうってつけの要素となるのである。

 コールデコットは積み上げ唄を生かし、イラス トレーションでリズムを作 りだ した。これは、積み上げ唄

を絵本のなかで最大限に生かそうとするための仕掛けといえる。そのための絵本作 りのさらなる仕掛けとし



                佐 々木:R.コ ー ルデ コ ッ トの トイブ ックスに おけ る出来事性  37

て、 彼 は、 リズ ム や 動 き(躍 動 感)、 時 間 に不 連 続 な連 続性 を 生 み だ す こ と につ い て も考 え 、 見 事 に そ れ に

成 功 した。 しか しそ の 方 法 は 、 非 常 に 独特 で個 性 的 で あ る と思 われ る。 少 な くと も、 絵 本 が 作 られ た 当 時 は

驚 くべ き こ と だ っ た ので は な い だ ろ うか 。 次 に、The House th¢t J¢ck Builtで 、 リズ ム や動 き 、 時 間 が ど

の よ う に作 られ て い った の か 見 て い く こ とに しよ う。

3-3.不 連 続性 を つ な ぐ連 続 性 の妙

 これ まで 「絵 本 は遊 び と い う 出来 事 を生 み だ す メデ ィア で あ る」 とい う考 え の もと、 コ ー ル デ コ ッ トの絵

本 が どの よ うな工 夫 に よ って 出来 事 を生 み だす の か を 見 て き た。 次 にThe Nouse th¢t Jach Builtで 、 絵 本

の リズ ム や動 き、 時 間 が ど の よ う に作 られ て い った の か 見 て い く。 この絵 本 で コ ー ル デ コ ッ トは リズ ム、 動

き(躍 動 感)、 時 間 に不 連 続 な連 続 性 を作 り とげ て い るが 、 それ は ど う い う こ と な のか 、 どの よ うな 意 味 が

あ る の か を考 察 し、 コー ル デ コ ッ トが どの よ うに 出 来事 を生 起 させ よ うと試 みた の か を 探 って い くこ と にす

る。

 そ こで、 少 し長 くな るが 、 こ の絵 本 の5頁 目か ら12頁 目ま で の2セ ッ トを 具 体 的 に見 て い く こ とに しよ

う。

〈5頁 ・左 に イ ラ ス ト〉 ジ ャ ッ クが 貯蔵 庫 の扉 を 開 け た 瞬間 と、 ネ ズ ミが モル トの 麻 袋 か ら飛 び 逃 げ る 瞬 間

が 描 か れ る。 扉 を 開 け た ジ ャ ッ クは 、画 面 左 に描 かれ た モル トの袋 か ら右 方 向 へ走 り出 して い るネ ズ ミを画

面 中 央 下 で 見 つ け 怒 って い る。(構 図 ・くの字 形)

〈6頁 ・右 に文 と イ ラ ス ト〉 ナ ー サ リー ・ライ ム の2連 と3連 が 描 かれ る。This is the Malt, That lay in

the House that Jack built.の2連 で は、 ネ ズ ミが 貯 蔵 庫 の床 の 穴 か らひ ょ っ こ り顔 を 出 し、 右 方 向 に あ る

モ ル トの 麻 袋 を 見 つ け た姿 が描 か れ る。 しか しこ こで は、 あ くまで もモ ル トの麻 袋 が主 体 で あ り、 ネ ズ ミは

次 に 起 こ る出 来 事 を 予 感 さ せ る 存 在 と して描 か れ る。This is the Rat, That ate the Malt, That lay in the

House that Jack built.の3連 で は、 モ ル トに興 味 を 示 す ネ ズ ミの 姿 が 左 前 向 きで 描 か れ て い る。(二 つ の

連 で 、 構 図 は逆 くの字 形)

〈7頁 ・イ ラ ス トの み 〉 鍋 の 上 に乗 り、 ジ ャ ッ クに 、 た らふ くモ ル トを 食 べ た こ と を ア ピール す る ネ ズ ミの

姿 が 右 向 き で描 かれ る。 ネ ズ ミの 視 線 が 右 向 き な の で、8頁 の ネ コを 見 て い る よ う だが 、 そ うで はな い 。

〈8頁 ・イ ラ ス トの み 〉 突 然 、 ネ コが 描 か れ る。 何 か に 狙 い を 定 め忍 び寄 る ネ コの 緊 迫 感 た だ よ う姿 が 描 か

れ て い る が、 ネ コの 視 線 は 右 向 きで 、 次 の 頁 へ と読者 を 誘 う働 き を も担 って い る。 私 た ちの 視 線 はネ コの 視
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線 と な って 、 ネ コが 見 て い る もの を 見 よ う とす るの で あ る。 そ して、 こ の唐 突 な ネ コの 描 き 方 は 、読 者 に次

の出 来 事 を予 感 させ る。

〈9頁 ・左 に イ ラ ス ト〉 再 び何 か に 狙 い を定 め た 緊迫 感 の あ る ネ コ の姿 が 、 前 頁 とは 異 な り、 今 度 は 左 向 き

で 描 か れ る。 背 景 が 変 わ って お り、 狙 い を つ け た何 か に ネ コが 近 づ きつ つ あ る こ とが理 解 で き る。

<10頁 ・右 に文 とイ ラ ス ト>This is the Cat, That killed the Rat, That ate the Malt, That lay in the

House that Jack built.狙 っ た もの が ネ ズ ミで あ り、 今 ま さ に、 ネ コが ネ ズ ミに飛 びか か ろ う とす る 瞬 間が

描 か れ る。 中 心 に 描 か れ た 柱 を、 ネ コ が左 か ら右 に回 りこむ よ う に ネ ズ ミを 追 い 、 ネ ズ ミは右 か ら左 向 き に

逃 げ て い る。(構 図 ・逆 くの字 形)
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〈11頁 ・イラス トのみ〉ネコがネズ ミを押さえつけている絵が描かれる。ネコは右向きに、ネズ ミは左向

きに描かれている。(構 図 ・逆 くの字形)

〈12頁 ・イラス トのみ〉ネコとイヌの後姿が描かれているが、イヌがネコをこっそりと狙っているように

描かれる。(家 の角を利用して描かれており、構図は遠近法を使った くの字形になっている)そ して、 この

唐突なイヌの描き方もまた、読者に次の出来事を予感させるものとなる。

 ここで、丸括弧内にくの字形、逆 くの字形という表現で書いた構図について解説しておこう。このくの字

形、逆 くの字形が、読者の視線に様々な効果を生みだしている。

 くの字形(あ るいは逆 くの字形)は 、3つ の視線を作 りだす。これは、絵本に2人 もしくは2匹 以上の登

場物が現れたときに有効である。 くの描きはじめの位置に登場物Aを 置き、書き終わりに登場物Bを 置 く。

そしてAとBの 中間地点に介在物を置 くことによって一直線ではなく、読者の視線が くの字形(あ るいは

逆くの字形)を 辿 り、これによって読者の視線に動きが生 じるのである。読者がこの3つ の視線を辿ること

によって視線が動きをもち、絵本に時間の流れが生みだされ、その一瞬の登場物たちの姿を描きだす。例え

ば、ある時は緊迫感にさらなるスピー ド感(5、10、11頁)が 付け加えられる。またある時は時間の経過

(6頁)、 そしてある時は時間が流れているのにまるで止まったかのような静止状態(犬 が猫を狙う直前12

頁)が 描かれる。

 またコールデコットは、 くの字形の角度によって様々なニュアンスを描き出している。 くの字形の角度が

広ければ時間の流れの緩やかさを、角度が狭ければ急な時間の流れを表現しているのだ。5頁 はくの字形の

角度が比較的広い。慌てて逃げるネズミが描かれているものの、ジャックによって退治されることのない時

間的余裕を感 じさせる。一方、10頁 は くの字形が鋭角的である。ネズ ミを追いかけるネコとネコに追いか

けられているネズミとの距離は短 く切迫 しており、双方に余裕のない状態が見て取れる。

 以上の解説は、特に視線と、視線を意識して作られた絵本の構図に注目したものである。このことか らわ

かるのは、コールデコットの絵本では、登場する動物や人間の視線が何に向けられているかが重要なポイン

トになるということである。絵本は一つのパターンを1セ ットとして進んでいく。このような進行のなかで、

「見るもの」が主体となってイラストレーションの中心であることを表し、次の場面では新たに 「見るもの」

が登場することで、それまで 「見るもの」だったものが、今度は 「見られるもの」となる。このように話の

主体(主 語=subject)が 、ある一つのパターンのもと、次々と入れかわっていくのである。
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 ユニークなのは5頁 目で、コールデコット絵本の個性がよくわかる場面 といえよう。ここで主体になるも

のはモル トの袋である。だが、それにもかかわらずジャックが描かれるのだ。テクス トにはジャックの行動

を示すものはない。 しか し、モル トの袋が視線を持たないことから、コールデコットは本文にはない一つの

事件をここに描いたのである。 ジャックを登場させ、倉庫を開けた瞬間にモル トを食い荒 らしているネズ ミ

を発見させるのだ。 このときネズ ミは、ジャックによって見られるものとなる。モル トの袋(=本 来 の主体

[主語])は 左端に描かれ、そこから飛び逃げるネズミが1匹 。そして6頁 目で、見 られたものとしてのネズ

ミが主体(主 語)と なり、ネズ ミは見 られるものか ら、見るものとなる。7頁 目で、ネズミの絶頂の場面が

描かれる。 ジャックから見られるものとしてのネズミでもあるが、ネズミがジャックを見下 しているととっ

たほうがいいのではないか。したがって、ここではネズミは見るものである。そして不気味なのが8頁 目。

突然ネコが出てきたかと思うと、ネコは何かをじっと見つめている。9頁 目では、ネコが何かに狙いをつけ

ていることがひしひしと伝わ って くる。10頁 目ではネコが完全な主体(主 語)で あることが明らかになる。

ネコが狙っていたものは、ネズ ミだったのだ。ネズミは見られるものとなり、ネコは見るものとなる。そし

て11頁 目でネズミを殺 したネコは、ネズミを見ている。12頁 目は、そのネコを後方からのぞくイヌが描か

れる。ネコは見るものから見られるものへと転換する。

 このように話の主体(主 語)は 入れかわり進み、この転回における主体の入れかわりという不連続 とその

パターンが反復されるという連続性によって、場面はこれまでの絵本には実現されなかった新たな時間の様

式が実現されることになる。このパターンはおいかけっこのような緊迫感を生みだす。特にこの絵本の前半

部は狙われたものが命を落としてしまうという展開であり、その緊迫感にはすさまじいものがある。そして

何より、話の主体が入れかわり進み、この転回における主体(主 語)の 入れかわりという不連続とそのパター

ンが反復されるという連続牲こそが、出来事を生みだしているのだ。

 ところで、前半部が動物達を主体(主 語)に した物語であるのにたいし、後半部は人間の物語になってい

る。前半部は主に動物たちの対立と死という緊迫した状況をスピーディーな展開で描いたのにたいし、後半

部は人の営みを穏やかに描 くことで、前半と比べ、物語がゆったりと進んでいく。また後半部は、前半部 と

左右の頁が逆に入れ替わ り、先に文章の頁があり、その横にイラス トレーションのみの頁が くる。そのため

に、先に文章を読んだ後、それがどのように起こったのか、その出来事を横の頁 と次の見開き2頁 で説明し

ている。コールデコットは、文章と出来事とのあいだに時間的なズレを生みだしているのだ。

 それにしても、この不連続とは何なのだろうか。先に引用したオルダーソンは、コールデコットの絵本の

新 しさは、当時、描かれることのなかった絵本の裏側の空白の頁にも線画を連続的に配列することによって、

絵によって物語にいっそう連続性を与え、さらにテクストの語るメインストー リーと並べて、絵にサブストー

リーを語らせた点にあると述べている。 しかしこれまで筆者が述べてきた 「不連続な連続性」は、オルダー

ソンの指摘する 「連続性」とは大きく異なる。

 オルダーソンは、絵本をメインス トーり一とサブストーリーというように分けて考えている。推測である

が、オルダーソンが1冊 の絵本をこのように分けて考えた理由として、従来の絵本は、絵本をめくると2回

に1回 、空白の頁が現れるので、この空自でワンクッションの間ができ、読者はワンテンポ遅れて本題の描

かれた次の頁に辿 り着くことになる。それでは軽快な連続性が成立 しない。そこでコールデコットはその空

白部に線画を描いて連続を持たせたが、それはメインストー リーではなく、コールデコットの創作によるサ

ブストー リーであると、オルダーソンは考えたのではないか。 しかしサブス トーリーという考え方は、連続

性とは相反する。オルダーソンの指摘は分裂 してしまうのである。

 なぜなら、イラストL一 ションのみの頁はメインに対するサブなどではなく、コールデコットの創作部分

であり、ここにコールデコットがテクス トには載っていない新たな物語を生みだし描いたのである。そして

なんと、 このコールデコットの創作部分であるイラス トレーションのみの頁に描かれた転回における主体

(主語)の 入れかわりが、絵本の連続性を断ち切 っているのである。このことは、単純にコールデコットの

創作部分だからというだけでな く、視線の問題ともかかわってくる。ではイラス トレーションのみの頁をど

う捉えるべきかといえば、オルダーソンの指摘のようなサブストーリーなどではなく、イラス トレーション

自体がス トー一リーに不連続な性格を引き起こすことで、ストーリーに従いつつも独自に発展させたス トーリー

と捉えることができるのではないか。
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 この ス トー リー は コー ル デ コ ッ トの 解釈 に よ り深 さを 増 す が、 絵 本 と して の連 続 性 は断 ち 切 られ る。 なぜ

コ ール デ コ ッ トは 、 あ え て 連 続 性 を 断 ち切 る よ うな ことを した の だ ろ うか。 それ は先 に述 べ た、 転 回 に お け

る主 体(主 語)の 入 れ か わ り とい う不 連 続 と その パ ター ンが反 復 さ れ る と い う連 続 姓 を 作 りだす こ と、 す な

わ ち出 来 事 を 生 み だ す た め で あ る。 そ して 、 この 出 来事 が音 楽 と な り、 踊 りとな り、 遊 び そ の もの と な る の

だ。

 以 上 、 コー ル デ コ ッ トが絵 本 の 中 で 読者 に対 し、 どの よ うに遊 び と い う出来 事 を生 み だ す 仕掛 け を作 りだ

したの か を 見 て き た の だ が 、 も う一 つ 、 コ ール デ コ ッ トの絵 本 を語 る と き に忘 れ て はな らな い こ とが あ る。

それ は 「動 物 」 の存 在 で あ り、 「動 物 」 の 描 か れ方 につ い て で あ る。 彼 の 描 い た 動 物 を 、 た だ 躍 動 感 にあ ふ

れ た動物 だ と評 価 す る の は、 あ ま りに も単 純 で あ る。 な ぜ私 た ち は、 彼 の描 く生 き生 き と した動 物 た ち に、

あれ ほ ど まで に 心 を 奪 わ れ るの で あ ろ うか 。 そ の こ とに つ い て考 え て み る必 要 が あ る。 ま た、 これ まで 見 て

き た絵 本 に遊 び とい う出 来事 を 生 み だ す こ と、 す な わち 「出来 事 と して の 絵 本 」 とは 何 か を考 察 しな けれ ば

な らな い。 次章 で は、 これ ら二 つ の 出来 事 が 、読 者 に どの よ う な体 験 を もた らす の か を 見 て い こ う。

                                     (以 下、 次 号 につ づ く)

車 註

1)コ ール デ コ ッ トは、1878年 か ら1885年 の8年 間、 ク リスマ ス に2冊 ず つの 絵本 を 出版 した。 そ れが16冊 の

トイブ ックスで あ る。 トイ ブ ック(toy book)と は、 イギ リスの ヴ ィ ク トリア朝 時代 に大 量 に出版 され た絵 本 を

指す。 この時 代、 印刷 等の 出版技 衝 が進 歩 し、多色 印刷で も安 価 な絵本 が子 ど ものた め に出版 され るよ うにな った。

2) 「積 み木型 絵本 」 に関 して は、佐 々木美砂 「絵 本の楽 しさの一 考察 一 幼 児向 き 「積 み木型絵 本」 と 「入れ子

型絵 本」 を中心 に」(三 宅興 子先 生退 職記念 論文集 刊行会編、r児 童文 学 研究 を拓 く」翰 林書 房)を 参照。

3)日 本語 で積 み上 げ 唄の絵 本 を制作 す る場 合、 日本語は語順 に限 れ ば、絵 本 に物 語性 を もたせ る点 にお いて、英

語 に比べ て不利 な条件 とな る。 なぜな ら、新 しく積 み上が るものか ら始 ま る英 文 の場 合 と異 な り、 日本語 で はそれ

が一 番最後 に くるため、最 後 に な るまで何が新 し く積み上 げ られ るのか がわ か らない ので ある。 しか し、 日本 に も

優れ た積 み上 げ唄 の絵本 が あ る。rこ れ はのみ のび こ』(谷 川俊 太郎作 ・和 田誠 絵)で は、 この 日本語 にと って不利

な条 件を うま く生 か した絵 本 作 りを して いる。 絵本 のイ ラス トレー シ ョンは新 た に積 み上 がる ものだ けを描 く。読

者 はイ ラス トレー シ ョンを見 つつ、 一体 、 これは前 に積み一ヒが った もの と どの ような関 係性 を もってい るの か、わ

くわ くしなが ら絵 本 を読 む こ とにな る。 そ して、 イラス トレー ショ ンで は何 も積 み上 が っていか ないが、 文字 は積

み木 のよ うに どん どん と積 み上 げ られ てい く。 和 田の レタ リング によ るこの文 字 は、文 字で あ り文章 で あ りなが ら、

ま るでイ ラス トレー シ ョンの よ うな働 きを してい るところ もユ ニー クで あ る。

4)吉 田新 一一は、 コール デ コ ッ トの絵 本は 印刷技 術の初期 段階 に誕生 した絵 本で あ り、 「編 集 ミスで はな く、 やむ

をえ ない事 態」 と して、製 本上 の制 約 を次の よ うに説 明 して いる。「(絵本 の)中 央 に閉 じ糸が あ ります。 そ こか ら

本全体 が、 カ ラー印 刷 の片 と単 色 印刷 の片 と交互 に重 ね られて、 この真 ん中 で畳 んで綴 じられて いる ことが わか り

ます。 こ うした物理 的 な理 由 か ら、(中 略)絵 の位置 が左右逆 に な って しまい ます。(括 弧 内 は引用者)」 吉 田新 一

「ラ ン ドル フ ・コー ルデ コ ッ ト」(国 立 国会 図書館 国際子 ども図書 館 編 『平成18年 度国 際子 ども図書館 児 童 文学

連続講座 講義 録 「絵本 の愉 しみ 一 イ ギ リス絵本 の伝統 に学ぶ」』 国立 国会 図書館 国際 子 ど も図書館)
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